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■一世一代の晴れ舞台■

岩間：今回出版する岩間香・西岡陽子編『祭りのし
つらい』は、全国の祭りのしつらいや祭礼時のまち
並みを調査してまとめたものです。西岡先生は民俗
学、碓田先生は住居学をご専攻で私は美術史です。
その他に建築史・都市史・保存修景の専門家が集ま
りました。最初は祇園祭の屏風祭の調査から始まり、
それは谷直樹・増井正哉編『まち祇園祭すまい』
（思文閣出版、1994年、品切）という本になりました。
その後、全国にいろいろな祭りのしつらいがあると
いうことで、対象が地方に広がっていったのです。
　地方の祭りを調査するようになって、文化観が変
わりました。京都・東京だけが文化じゃないという
ことです。富山県南砺市の城 端    をはじめ、地方の

じょうはな 

祭りにすばらしい文化があるということを実感しま
した。
碓田：城端曳山祭は平成８年から調査を続けていま
す。その途中でまちの姿を大きく変える道路拡幅事
業があり、それにともなって祭りが変化していくと
ころに出会いました。まちの変わり方とそれに呼応
して祭りの空間が徐々に変化していくようすを10
年間追い続けてきました。10年前は、宵宮の城端の
まちはもっと暗くて、その暗い中に山宿のあかりが
浮かびあがってくるような感じでした。
西岡：山宿というのはお祭りの時に神さまを祀る家
のことです。 曳  山 を持っているまちの住人が必ず１

ひき やま

回は山宿を引き
受けないといけ
ないというよう
なしきたりがあ
り、お当番でま
わってくるので
す。祇園祭の会
所のようないわ
ゆる公民館的な
ものはなくて、

個人の住宅を使
います。山宿を
引き受けた家の
ご主人の一世一
代の晴れ舞台に
なるので、とて
も念入りに飾り
をするわけで
す。いずれ山宿
がめぐってくる
ので、そのときのためにぼちぼち屏風を買い集める
とか、あるいはどこかから借りてくる算段をしてお
くとか、何年も前から周到な準備をしておきます。
飾りによって山宿の主人の財力と教養がまち中から
評価されますので、非常に考え抜いた飾り付けがさ
れるわけです。
碓田：山宿は町家の続き間座敷で行いますが、座敷
がないお宅はどうするかというと、山宿のために大
改造をするのですね。大工さんを呼んで、書院造り
の座敷をつくります。土壁のような壁紙を貼り、土
間に床を仮設して座敷をつくるとか、相当の費用を
かけて大改造をするのです。
岩間：かつてはれっきとしたいわゆる旦那衆という
おうちしか山宿はできなかったのです。それが今
は、そうでなくても大改造をして山宿ができるよう
になりつつあるということですね。

■洗練された祭り飾り■

碓田：お店をしていて座敷がない場合は、仮設の座
敷をつくって、そこに山宿の荘厳なお飾りがされ
る、その創意工夫がおもしろいのです。続き間の座
敷に、新調した畳を 縁 が手前から奥まで一直線にな

へり

るように敷き直して、美術でいう遠近法のような形
で、一番奥に神さまを祀る。もともと奥行きが深い
町家なのですが、さらに深く見えるようになりま
す。目立たないところも山宿のご主人が工夫されま
す。 欄  間 がない家の場合は、表から見たら美しい欄

らん ま
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間に見える細工をするとか。その工夫を聞き出すと
いうのが、調査の一つの眼目です。
岩間：山宿では神さまの人形が祀られていますが、
その前がものすごく整理されているのです。屏風を
壁に平行に並べて、神像の前には何にも置かない。
とにかく、広さ・奥行きを見せるようにします。
西岡：非常に近代的で洗練されているので、私たち
は最初、近代以降に始まったのかなと思っていたの
ですけど、近世の末ぐらいにはこういう飾り方が
あったのだということが、今回他の地域の事例を調
べていて分かりました。だから非常に近代的だけれ
ども、少なくとも幕末にはこういう飾り方があちこ
ちの祭りであったかも知れないと思っています。
　祇園祭の屏風祭にいろいろなバリエーションが出
てきているというのは、今回刊行する『祭りのしつ
らい』で谷直樹先生が紹介されていますが、古いこ
とをご存じの方に聞くと、奥行きのある座敷を使っ
て、屏風を両側に並べて、中庭が見えるような形と
いうのが伝統的な祇園祭の屏風祭のあり方みたいな
のですね。今は通りに平行に屏風を立てた家がたく
さんありますが、どうも大きなお宅のを見ると中ま
で見通せるような形に今もなさっている。地方の城
端とか、長崎くんちのニワミセを見ていると、中庭
がすだれ越しに見えるというのが必須なんですね。
長崎にしてもわざわざ庭を高くしてつくるんだそう
です。
　座敷の飾り付け、飾られた座敷そのものを見せ
て、ついでに中庭も見せる。普段は京都の町家とい
うのは格子戸が降りていて、中のようすは何も分か
らないのですが、祇園祭の宵山に行くと普段見るこ
とのできない大きなお屋敷の豪華な屏風とか豪華な
しつらいを、垣間見ることができる、そういう楽し
みが設定されているのではないか、という気がして
います。単に屏風だけではなくて家宝みたいなもの
を見せるし、蓄音機がはやった時は蓄音機を置いた
りしたそうですしね。

■各地の個性豊かな屏風祭■

碓田：倉敷の屏風祭には、観光客が８万人来るのだ
そうです。10月の土日のたった２日間にです。倉
敷屏風祭は、町おこしの一環として、かつての秋祭
りの風物詩だった屏風祭を復活させたものです。
岩間：倉敷で印象的なのは、屏風祭りが野火のよう
にどんどん広がっていって、大原美術館でも現代
アートの質の高い美術展を協賛でやるようになっ
た。屏風祭がきっかけになって現代の美術にも影響
を与えているのです。屏風祭というのは現代の美術

とは関係ないも
の、あるいは古
いものをがん
ばって守ってい
るというイメー
ジがあります
が、新しいもの
を再生産してい
るという意味で
は倉敷はおもし
ろい事例だと思います。
西岡：そこで重要なポイントになるのは、江戸時代
以来町民がどれだけ教養を養ったか。屏風祭協賛で
現代アート展をしようという発想そのものが、ある
一定の教養が必要ですよね。基盤にそういうものが
あるかないかで、同じ町おこしをするにしてもかな
り違ってくると思います。倉敷は、豊かな経済力を
背景にした町民文化が育っています。祭りには布団
太鼓もあってちょっと大阪風な所もあります。
岩間：城端にしても、江戸時代以来、絹糸の集散地
として京と深いつながりがありました。戦中も棟方
志功はじめ画家がたくさん疎開してきたということ
で有名です。野村 満  花  城 という土地の文化人がい

まん か じょう

て、その満花城を訪ねていろんな人が来る。その人
たちが残した美術品が祭りの時に飾られているので
す。
碓田：輪島市の 黒  島 もいい祭りでした。漁村で、網

くろ しま

元のお宅があって国指定になっています。すごくい
いまち並みですし、かなりの数の屏風が出ます。
岩間：屏風祭をやっているなんてとても分からない
くらいの小さな漁村です。みんなでお祭りをしてい
て、見物人は私たちだけという感じでしたね。
西岡：３月の地震の影響が気がかりなのですが、ほ
んとうに私たちにとってはぜいたくな祭りでした。
黒島もかつては北前船の寄港地でした。近代に北前
船がすたれると、遠洋漁業にみんな出て行って、南
氷洋のおみやげとしてペンギンの剥製を持って帰
り、それがきれいな屏風の前に飾ってあったりする
のです。
　別の祭りでは、亡くなったおじいちゃんの遺影も
屏風前に飾ってある（笑）。それぞれの土地でさま
ざまな解釈がなされているのです。京都の祇園祭が
基準になって地方に伝わって定着したというのは一
応想定はできるのですが、各地の祭りの飾りはひと
つとして同じものはなく、バリエーション豊かで
す。そして今も変化し続けています。
 （2007.6.19　於：思文閣出版）

碓田氏
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近世京都の都市と民衆
鎌田道隆著  思文閣史学叢書 
著者が京都市史編さん所時代におこなった京都市内全域の
旧家・会所・小社寺などの民間史料調査をもとに、戦国か
ら幕末維新までの京都都市論を展開
葛A5判・390頁／定価8,190円 ISBN4-7842-1034-2

 日本近世地誌編纂史研究
白井哲哉著  思文閣史学叢書 
地誌の記述形式や編纂活動・体制などの分析を通じて、編
纂という文化的行為の側面を明かし、その成立と展開過程
について全体像の提示を試みた一書。
葛A5判・386頁／定価9,660円 ISBN4-7842-1180-2

江戸時代の図書流通
長友千代治著  佛教大学鷹陵文化叢書 
江戸時代には、京・大坂・江戸を中心とした出版文化の隆盛
に伴い、幅広い図書流通がみられるようになった。版元・
本屋・貸本屋と読者を結ぶさまざまなルートなど、豊富な
図版（130点余）を通して平易に明かす。
葛46判・324頁／定価2,310円 ISBN4-7842-1119-5

近世の学びと遊び
竹下喜久男著  佛教大学鷹陵文化叢書 
18世紀以降の遊学熱や嗜みとしての遊びの流行など、地域
との関わりを考慮しながら具体的に紹介し、生活圏内に結
実した学びと遊びの文化を明かす。

葛46判・420頁／定価2,625円 ISBN4-7842-1184-5

八　瀬　童　子　　歴史と文化
宇野日出生著
八瀬童子の苦難にみちた激動の歩み、そして今に伝わる思
想・行動を歴史に裏付けられた「文化」としてとらえた一
書。
葛46判・210頁／定価1,890円 ISBN978-4-7842-1352-8

十九世紀日本の園芸文化 江戸と東京、 植木屋の周辺
平野 恵 著
従来の園芸史では言及されなかった本草学・見世物研究分
野を視野に入れ、化政期の狂歌界との関連を指摘するなど
「園芸文化」という新領域を開拓する。
葛A5判・544頁／定価6,825円 ISBN4-7842-1292-2

近代日本公園史の研究
丸山 宏 著
近代欧米都市起源の公園が、いかに近代化の装置として導
入され、衛生問題、都市問題、記念事業、経済振興策、政治的
役割などさまざまな問題を孕みながら受容されてきたか、
その歩みを社会史のダイナミズムのなかにとらえた一書。
葛A5判・400頁／定価8,820円 ISBN4-7842-0865-8

視覚の一九世紀　人間・技術・文明
横山俊夫編
視覚という世界の広がりと視覚メディアを中心とした19
世紀の文明史的研究。〔内容目次〕“文明人”の視覚／平地
劇から舞台劇へ／蔵書家の視界／ナポレオンのコルベール
／明治写真考／チョンキナ／富士の近代　ほか
葛A5判・464頁／定価6,090円 ISBN4-7842-0700-7

原淳一郎著 近世寺社参詣の研究 【最新刊】
人はなぜお参りするのか─古くは貴人たちの熊野詣でから寺社参詣は日本人の信仰心をあらわす一
つの姿であった。本書は「寺社参詣」という行動様式そのものを研究対象の根本にすえて、江戸時代
に隆盛を迎えたさまざまな寺社参詣の広がりを思想的・文化史的立場から位置付けた一書である。
序　章（戦後宗教史の流れと近世寺社参詣史／寺社参詣史の定義／問題意識と研究視角／本書の構成）
第１章　近世寺社参詣における御師の役割（宗教の社会的機能／江戸における檀廻／御師側の檀家認識／御師の
檀家保有形態／檀家側の御師認識／都市型参詣における御師の役割）
第２章　参詣と巡礼（参詣の目的別分類／参詣時期／参詣経路／坂東巡礼者の参詣経路）
第３章　相模大山への参詣意識と書物に描かれた世界（相模大山の信仰習俗／江戸の大山参詣者像と大山講／
現世利益の変容／相模大山への畏怖と魅惑／文芸作品に描かれる参詣者像／山岳信仰における自己解放の論理）
第４章　寺社参詣の大衆化─名所の複合化の成立─（文芸作品にみえる主要参詣路と精進落とし／十七世紀後
半の大山と江ノ島／柏尾通り一件と江ノ島遊覧／四ツ谷茶屋をめぐる争論／大山参詣者の参詣行動の歴史的変遷）
第５章　文人層の参詣世界の大衆化─江ノ島における「遊人」と庶民の結節点─（江ノ島への距離認識と女
性の参詣／名所認識と参詣者の関心／行楽地的特性の歴史的変遷／庶民参詣層による文人層世界の享受）
第６章　鎌倉の再発見と歴史認識・懐古主義（近世の歴史意識と鎌倉／都市知識人の参詣
意識と行動／村落内上位層における参詣行動／名所の形成と参詣者の対応／寺社参詣と歴史意識）
第７章　成田山新勝寺の経営と宣伝活動（成田山の宣伝基盤の確立と経営状況／成田山の
宣伝活動／成田山新勝寺と成田村／神仏分離の質的差違の内在的要因）
第８章　淡島信仰にみる都市の医療と信仰（江戸における庶民信仰と現世利益／北沢淡島
明神社の流行／夢想の灸点と「流行神」現象／北沢淡島信仰の拡大と参詣圏／江戸における淡島
信仰と針供養／寺社の参詣者の相互規定性）
第９章　伝承成立の歴史的考察と御師（「片参り」忌避伝承／セット化成立の背景と参詣者
意識／社会・経済的影響と富士・大山参詣の動向／「片参り」伝承の成立と宗教者の介在）
終　章（行動文化論の再検討／近世寺社参詣の位置）
葛A5判・416頁／定価6,615円 ISBN978-4-7842-1363-4

はら・じゅんいちろう…1974年神奈川県秦野市生まれ．2003年慶應義塾大学大学院文学研究科博士課程
 修了 ，文学博士．現在慶應義塾大学・宇都宮大学・獨協医科大学兼任講師．
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て
い
る

こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
「
モ
ノ
作
り
」
離
れ
が
加
速
し
た
。「
モ
ノ

作
り
」
な
ど
日
本
で
や
る
必
要
は
な
い
、
外
国
へ
ど
ん
ど
ん
出
す
べ

き
だ
、
わ
が
国
は
そ
の
上
澄
み
を
言
わ
ば
「
ピ
ン
は
ね
」
す
る
金
融

経
済
路
線
を
走
れ
ば
良
し
、
と
言
っ
た
よ
う
な
論
調
を
各
所
で
聞
か

さ
れ
た
。「
モ
ノ
作
り
」
の
多
く
を
担
っ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
退
職
に
あ
わ
て
、
団
塊
世
代
の
雇
用
延
長
を

し
て
み
、
果
て
は
今
頃
に
な
っ
て
や
っ
と
理
数
科
の
強
化
を
、
な
ど
と
あ
わ
て
る
現
在
の
為
体
ぶ
り
に
は
、
お
か
し

さ
を
通
り
越
え
、
あ
る
種
の
淋
し
さ
を
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
困
っ
た
時
の
神
頼
み
で
は
な
い
が
、
科
学
技
術
や
産
業

技
術
の
創
造
性
や
振
興
を
史
学
研
究
・
産
業
技
術
史
学
が
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
と
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
一

つ
で
も
多
く
の
ケ
ー
ス
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
も
っ
て
、
こ
の
国
に
お
け
る
産
業
技
術
の
形
成
過
程
を
解
明
し
て
ゆ
く
こ
と

が
、
今
の
私
た
ち
に
課
さ
れ
て
い
る
。

　
近
代
日
本
の
各
産
業
分
野
に
つ
い
て
、
往
時
の
背
景
や
所
与
の
条
件
を
折
り
込
み
、『
日
本
産
業
技
術
史
事
典
』
が

刊
行
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。
日
本
産
業
技
術
史
学
会
の
創
立
か
ら
あ
と
二
年
で
二
五
周
年
を
む
か
え
る
。
初
代
会
長

（
故
）
吉
田
光
邦
先
生
が
懸
案
と
さ
れ
た
こ
と
の
一
つ
を
、
二
代
中
岡
哲
郎
、
三
代
後
藤
邦
夫
の
両
先
生
が
中
心
と
な

り
、
こ
こ
何
年
か
本
当
に
掛
か
り
切
り
に
な
っ
て
仕
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
多
く
の
執
筆
者
、
刊
行
の
労
を

い
と
わ
れ
な
か
っ
た
思
文
閣
出
版
の
皆
様
に
は
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
『
日
本
産
業
技
術
史
事
典
』
が
、
明
日
の
日
本
の
産
業
技
術
に
資
す
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
ほ
ん
の
少
し

「
振
り
返
り
見
る
」
こ
と
と
、
産
業
技
術
史
学
の
確
立
に
寄
与
で
き
れ
ば
、
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

 

日
本
産
業
技
術
史
学
会
会
長
（
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
）

日本産業技術史学会２０周年
思文閣創業７０周年記念日本産業技術史事典

編集委員：中岡哲郎・後藤邦夫・山口昌伴・三宅宏司・鈴木淳・沢井実・
堀尾尚志・麓和善・田中一郎・高松亨・石村眞一・内田星美日本産業技術史学会編   最新刊 

［大項目］
日本産業技術・維新から1980年代まで／道具（生活道
具や工芸関連道具を中心に）／機械／素材（木材と土
石）／素材（鉄）／素材（化学）／産銅業／石炭産業
／動力と動力システム／鉄道と船／航空機と自動車／
情報・通信／生産技術／農業・林業・漁業／食品加工
業／繊維と衣服／耐久消費財産業／建築とデザイン／
環境技術／学協会と技術者集団／技術者教育／研究開
発機関 ／1980年代の産業技術

◎明治維新以降、めざましい発展を遂げてきた
近代化の歩みを支えた産業技術の変遷を跡づ
 け、日本の産業技術史を俯瞰する 

◎「日本の近代」の理解において不可欠であり
 ながら、従来必ずしも系統的・組織的に実施
 されてこなかった日本の産業技術史研究を２３
 の大項目に分け、関連項目３４４の小項目とし
 てとりあげて詳述

葛B5判・550頁／定価12,600円  ISBN978-4-7842-1345-0
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日
本
の
産
業
技
術
の
形
成
過
程
を
解
明
す
る
た
め
に

　

三
宅
宏
司

　　
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
に
は
、
科
学
技
術
や
諸
産
業
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
モ
ノ
」
が
あ

ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
直
接
的
所
産
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
開
発
・
生
産
・
使
用
・
廃
棄
・
再
利
用
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
多
く
の
問
題
が
発
生
し
、
と
き
に
は
科
学
・
技
術
・
産
業
な
ど
は
本
質
的
に
マ
イ
ナ
ス
面
を

有
し
て
い
る
と
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
る
。
い
わ
く
、
公
害
・
原
子
力
・
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
等
々
に
お
い

て
で
あ
る
。
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
は
、
情
報
量
の
増
大
や
経
済
活
動
域
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
以
前
な
ら
ば
知
り

得
な
か
っ
た
も
し
く
は
知
ら
な
く
て
も
す
ん
だ
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
多
少
な
り
と
も
関
心
を
示
す
か
、
と
き
に
は

関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
人
口
・
食
料
・
地
域
紛
争
・
難
民
・
温
暖
化
な
ど
の
諸
問
題
を
、
政

治
・
経
済
・
体
制
、
と
き
に
は
宗
教
（
宗
派
も
含
め
）
な
ど
の
せ
い
に
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
こ
と
で
あ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
か
ら
み
合
っ
た
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
私
た
ち
に
と
っ
て
容
易
に
解
決
の
糸
口
を

見
出
せ
な
い
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
難
問
に
直
面
し
た
と
き
、
よ
く
「
歴
史
に
学
べ
」
と
き
か
さ
れ
て
き
た
。
人
間
社
会
の
難
問
解
決
の
た

め
に
史
学
は
そ
の
存
在
意
義
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
寄
与
で
き
ぬ
な
ら
「
史
学
不
要
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
く

ら
い
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
条
件
が
相
異
な
り
、
背
景
が
ち
が
い
す
ぎ
る
か
ら
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
大
き
な

理
由
と
し
て
、
結
局
は
あ
る
特
定
の
筋
道
を
造
り
、
そ
の
上
を
み
ん
な
で
歩
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。
言
葉
の
有

す
る
字
義
通
り
に
、
私
た
ち
は
「
歴
史
か
ら
学
ん
だ
」
こ
と
が
一
度
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
反
面
、
一
度
も
そ

の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
史
学
な
ど
何
の
役
に
も
立
た
な
い
、
と
も
見
て
よ
い
の
か
。

　
貴
重
な
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
り
な
が
ら
誠
に
恐
縮
で
は
あ
る
が
、
繰
り
言
を
反
復
さ
せ
て
頂
く
。
二
〇
世
紀
、

特
に
そ
の
後
半
世
紀
の
科
学
技
術
や
産
業
技
術
の
進
展
は
、
人
類
の
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
親
と
子

と
の
世
代
間
に
お
い
て
さ
え
、
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
変
化
を
み
せ
た
、
そ
れ
ら
の
変
化
は
、
人
類
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
本
質
的
な
変
化
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
個
々
人
の
身
体
的
、
生
理
的
な
面
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
る
と
す
れ
ば
、
自
然
条
件
の
急
激

な
大
変
化
を
除
け
ば
、
歴
史
上
に
銘
記
さ
れ
て
お
い
て
よ
い
変
化
と
言
え
よ
う
。
い
わ
く
、
大
量
消
費
文
明
、
車
社

会
、
通
信
・
メ
デ
ィ
ア
革
命
等
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
一
つ
一
つ
の
指
標
と
し
て
掲
げ
つ
つ
、
先
進
国
と
し
て
ま
た

先
進
国
へ
の
仲
間
入
り
を
各
国
は
競
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
発
生
以
来
、
人
間
は
他
の
動
物
と
は
異
な
り
、
直
立
二

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

  大阪砲兵工廠の研究 
三宅宏司著
明治３年～昭和２０年にいたる大阪砲兵工廠はわが
国の産業近代化の中で特異な役割を果たした。本
書は、同工廠を支えた技術的諸分野の内容と生産
体制、職工の就業実態及びその変遷過程を明かす。
葛A5判・520頁／定価10,080円 ISBN4-7842-0776-7
 

 石見銀山〔全２冊〕 
石見銀山歴史文献調査団編（編集代表・脇田晴子）
14編を収録する「研究論文篇」と、海外６カ国の
貿易資料・国内の関係銀山の資料などを集めた
「年表・編年史料綱目篇」の２冊構成。国際的な
視野から銀山を位置づけた大作。
葛A4判・各320頁／定価（揃）16,275円 ISBN4-7842-1127-6

 鉄道日本文化史考 
宇田正著
日本の近代化のなかで陸蒸気＝鉄道がもたらした
ものは、はかり知れない。本書では「文化の鏡」
としての鉄道をとりあげ、鉄道が日本人の内面的
形成に果たした文化的役割を明らかにする。
葛A5判・350頁／定価5,775円 ISBN978-4-7842-1336-8
 

 雑誌『大大阪』CD-ROM 
  大正14年～昭和19年 大阪都市協会 企画発行
雑誌『大大阪』の全巻約３３,０００ページをスキャ
ナーで読み取りそのままCD-ROM２枚に収録。題
名・著者名・刊行年月・分野・キーワード（１論
文につき１０単語以内で登録済）の５検索が可能。
葛CD-ROM２枚組／定価99,750円【直販扱】 Windows専用
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兵範記輪読会編（代表　杉橋隆夫）

兵範記人名索引
１９８０（昭和５５）年の輪読会発足より蓄積された研究成果を人名索引として集成。（増補）史料大成本を底
本とし、男子の部と女子の部の２部構成よりなり、人名項目のもとに掲出年月日と原文表記を掲げ、原
本の情報を盛り込んだ、古代・中世史研究者必携の一書。

組 見 本
（左／男子の部）
（右／女子の部）

葛A5判・484頁／定価9,450円（税5%込） ISBN978-4-7842-1358-0

 

御堂関白記全註釈 第２期 全８冊
藤原道長の日記「御堂関白記」は平安時代を代表する
一級史料。原文・読み下しと詳細な注により構成。
長和4年　290頁／6,300円 (ISBN4-7842-1158-6)
寛弘3年　218頁／5,775円 (ISBN4-7842-1214-0)
寛弘7年　220頁／5,775円 (ISBN4-7842-1260-4)
寛弘4年　220頁／5,775円 (ISBN4-7842-1302-3)
寛弘8年　258頁／6,825円 (ISBN978-4-7842-1350-4)

『親信卿記』の研究
佐藤宗諄先生退官記念論文集刊行会編
蔵人の年中行事に関わる一級史料『親信卿記』か
ら四方拝・供立春水など80項目余の記事を抽出・
分離し、他本との校訂や内容の研究にとりくんだ
一書。
葛A5判・600頁／定価10,290円 ISBN4-7842-1252-3

荘園公領制の成立と内乱
工藤敬一著 思文閣史学叢書
鎌倉前期に完成する荘園公領制の構造を、その前提に
ある院政期から鎌倉幕府支配体制の確立へと収束して
いく在地勢力の内乱、幕府の九州支配の一大特色である
小地頭制という政治的社会のあり方とともに究明する。
葛A5判・440頁／定価9,240円 ISBN4-7842-0750-3

院政期政治史研究
元木泰雄著 思文閣史学叢書
権門としての摂関家の特質に注目した新たな平安
期政治史を提示。さらに平氏政権をとりあげ、諸
権門の相剋・対立、職能分離した権門の鼎立に至
る過程に迫る。
葛A5判・406頁／定価8,190円 ISBN4-7842-0901-8

日本古代商業史の研究
中村修也著 思文閣史学叢書
商人や市に関わる人々の存在形態を、交易の発生から
出雲・平城京・平安京などにおける都市空間の生活の
場で解析し、日本古代における商人と商業の実態を明
かす。
葛A5判・432頁／定価7,560円 ISBN4-7842-1268-X

摂関時代文化史研究
関口 力著 思文閣史学叢書
藤原道長の時代を中心に取り上げ、日々の出来事
が記される古記録・日記類をもとにして、摂関時
代全盛期に生きた人物、および彼らをはぐくんで
きた社会について考察。
葛A5判・488頁／定価9,450円 ISBN978-4-7842-1344-3

最
 新
 刊
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兵
範
記
輪
読
会
は
、
発
足
二
十
七
年
目
を
迎
え
た
二
〇
〇
七
年

五
月
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
総
括
と
し
て
『
兵
範
記
人
名
索
引
』

（
統
合
版
）
を
上
梓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
本
会
の
代
表
を
務
め
ら
れ
、
学
部
以
来
の
恩
師
で
あ
る
杉
橋
隆

夫
先
生
の
お
勧
め
で
、
一
九
九
六
年
四
月
、
私
は
初
め
て
輪
読
会

に
参
加
し
た
。
当
時
、
月
一
度
開
催
さ
れ
た
同
会
は
、
立
命
館
大

学
の
大
学
院
生
・
卒
業
生
の
み
な
ら
ず
、
他
大
学
か
ら
も
教
員
・

院
生
が
多
く
集
ま
る
和
や
か
な
研
究
会
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ

で
の
作
業
・
研
究
は
極
め
て
厳
格
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　『
兵
範
記
』
は
院
政
期
歴
史
研
究
の
第
一
級
史
料
と
評
価
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唯
一
の
活
字
本
と
し
て
広
く
研
究
に

用
い
ら
れ
て
い
る
史
料
大
成
本
『
兵
範
記
』（
以
下
、
刊
本
）
に

は
、
校
訂
精
度
の
上
で
問
題
と
す
べ
き
点
が
少
な
く
な
い
。
例
え

ば
、
刊
本
の
解
題
に
は
、『
兵
範
記
』
の
自
筆
浄
書
本
残
存
分
を
底

本
と
し
た
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
へ
の
疑
問
は
す
で
に

公
に
さ
れ
て
い
る
（
上
横
手
雅
敬
「
解
説
」、『
陽
明
叢
書
一
六
　

人
車
記
四
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
七
）。
か
か
る
状
況
に
鑑

み
、
輪
読
会
で
は
、
刊
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
な
が
ら
も
、
随
時
、

自
筆
浄
書
本
（
陽
明
叢
書
『
人
車
記
』・
京
都
大
学
史
料
叢
書
『
兵

範
記
』、
杉
橋
氏
所
蔵
の
写
真
帳
、
京
大
蔵
本
の
オ
ン
ラ
イ
ン
画

像
。
以
下
、
原
本
と
総
称
）
と
の
校
合
を
実
施
し
、
刊
本
に
お
け

る
誤
植
・
誤
読
・
錯
簡
・
脱
漏
等
を
精
査
、
修
正
の
上
、
音
読
、

厳
密
な
考
証
を
施
し
、
人
名
採
集
し
て
索
引
作
成
に
取
り
組
ん

だ
。

　
さ
ら
に
、
古
記
録
に
記
載
さ
れ
る
人
名
は
、
実
名
の
他
に
、
時

期
に
よ
っ
て
変
遷
す
る
通
称
（
官
職
名
）
な
ど
で
記
さ
れ
る
場
合

が
多
く
、
正
確
な
人
名
検
索
を
可
能
に
す
る
に
は
、
通
称
で
記
載

さ
れ
た
人
物
の
異
同
・
同
定
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
が
必
須
の
前

提
と
な
る
。

　
周
知
の
通
り
、『
兵
範
記
』
の
記
主
平
信
範
は
、
代
々
、
蔵
人
・

弁
官
な
ど
実
務
の
要
職
を
歴
任
す
る
家
系
を
出
自
と
し
、
政
治
的

に
は
、
治
天
の
君
た
る
鳥
羽
・
後
白
河
両
院
司
と
し
て
活
躍
す
る

と
と
も
に
、
斜
陽
の
摂
関
家
（
近
衛
家
）
累
代
の
家
司
と
し
て
忠

実
・
忠
通
・
基
実
・
基
通
に
仕
え
、
同
時
に
、
新
興
の
平
清
盛
の

姻
戚
（
清
盛
室
・
時
子
の
叔
父
）
に
連
な
る
と
い
う
、
き
わ
め
て

興
味
深
い
立
場
に
あ
っ
て
、
権
力
中
枢
部
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
入
手
し
、
精
確
か
つ
厖
大
な
情
報
を
日
々
書
き
留
め
た
。

そ
れ
故
、
比
較
的
広
範
な
階
層
に
属
す
る
多
様
な
人
物
が
登
場
す

る
。
他
の
記
録
・
文
書
を
参
照
し
つ
つ
人
名
比
定
を
施
し
た
結

果
、
本
索
引
収
録
の
男
女
人
名
は
、
約
四
二
〇
〇
項
目
（
の
べ
三

万
件
以
上
）
に
上
っ
た
。
そ
の
中
に
は
、
現
存
す
る
他
の
同
時
代

史
料
か
ら
は
、
確
認
さ
れ
な
い
人
名
も
少
な
く
な
い
。

　
ま
た
、『
兵
範
記
』
の
現
存
記
事
（
逸
文
を
含
む
）
は
長
承
元
年

か
ら
元
暦
元
年
（
一
一
三
二
～
八
四
）
に
及
ぶ
が
、
う
ち
ま
と

ま
っ
た
記
録
は
、
仁
平
二
年
か
ら
保
元
三
年
（
一
一
五
二
～
五

八
）
ま
で
の
七
年
間
分
と
仁
安
元
年
九
月
か
ら
嘉
応
二
年
六
月

（
一
一
六
六
～
七
〇
）
ま
で
の
約
四
年
間
分
で
あ
る
。
そ
の
間
の

情
報
は
乏
し
く
、
空
白
期
を
は
さ
ん
で
表
れ
る
人
物
の
考
証
、
す

な
わ
ち
、
同
一
人
か
別
人
か
の
判
定
は
特
に
難
航
し
た
。
最
終
年

度
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
猛
暑
の
中
の
集
中
検
討
会
や
、
学

園
祭
当
日
、
研
究
室
棟
の
脇
で
は
じ
ま
っ
た
大
音
量
の
バ
ン
ド
演

奏
の
中
、
作
業
し
た
時
も
あ
っ
た
。

　
兵
範
記
輪
読
会
に
お
け
る
叙
上
の
研
究
過
程
に
お
い
て
、
私
は

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
杉
橋
先
生
を
は
じ
め
輪
読
会
メ

ン
バ
ー
の
先
生
・
先
輩
の
方
々
に
親
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
、
院

生
の
皆
さ
ん
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と

は
、
研
究
者
の
道
を
志
し
て
以
来
十
年
、
私
に
と
っ
て
非
常
に
大

き
な
幸
せ
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
昨
今
の
研
究
成
果
の
紹
介
と
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。
輪
読
会
の
活
動
は
、
二
〇
〇
二
年
に
認
定
さ
れ
た
立

命
館
大
学
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
京
都
ア
ー
ト
・
エ

ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
創
成
研
究
」
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
日
本

古
典
に
お
け
る
人
間
と
環
境

─
平
安
貴
族
と
そ
の
周
辺

─
」

の
一
端
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
日
本
文
化
の
源
流
「
京
都
」
を
素
材
と
し
た
歴
史
学
的
考
察

を
基
軸
と
し
な
が
ら
も
、
Ｉ
Ｔ
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
等
の
新
技
術
を
用
い
、
地
理
学
、
情
報
分
野
と
連
携
し
た
学

際
的
研
究
に
取
り
組
み
、
新
し
い
研
究
ス
タ
イ
ル
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
名
索
引
の
ほ
か
、
刊
本
・
校
訂
本
フ
ル

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
電
子
図
書

館
の
構
築
、
さ
ら
に
院
政
期
京
都
の
景
観
や
土
地
利
用
状
況
を
立

体
的
・
視
覚
的
に
復
原
す
る
歴
史
地
図
の
作
製
に
も
取
り
組
ん
で

き
た
。
今
後
は
、
開
発
し
た
ツ
ー
ル
の
さ
ら
な
る
改
善
・
革
新
を

は
か
る
と
と
も
に
、『
兵
範
記
』
等
に
記
載
さ
れ
る
貴
族
の
移
動

に
関
す
る
研
究
へ
の
利
用
な
ど
、
ツ
ー
ル
活
用
方
法
の
工
夫
に
よ

る
古
記
録
の
新
し
い
研
究
方
途
の
開
拓
を
期
し
た
い
。

●
私
の
ノ
ー
ト
か
ら
●

兵
範
記
輪
読
会
編
『
兵
範
記
人
名
索
引
』
と
私

佐
古
愛
己

さこ・あいみ
１９７３年兵庫県生まれ．立命
館大学大学院文学研究科史
学専攻博士課程後期課程修
了．博士（文学）．立命館大
学文学部任期制准教授．

（8頁に図書案内）
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　平安時代の古典文学の中で何が好きかと質問されると答えはさまざまであって
も、有名な作品を挙げなさいと言われれば、大方が「源氏物語」や「伊勢物語」
と答えるであろう。日本を代表する古典文学として学校の古文の時間に教えられ
た経験や翻訳本やマンガ本による普及度の高さ、さらには登場人物の個性やある
いは恋をめぐる男女の駆け引きといった内容面で群を抜いていることなどから、
「源氏」と「伊勢」は抜群の知名度を誇っている。
　しかし「源氏」や「伊勢」が美術や工芸の分野で重要な主題であることをご存
知の方がどれほどおられるだろうか。「源氏」や「伊勢」は、平安時代以降、絵巻
や屏風の画題として、また硯箱や香炉などの工芸意匠として繰り返し取り上げら
れてきた。これまで生み出されてきた貴重な絵画や優れた工芸を現在でも観るこ
とができるのは幸いである。
　「伊勢」は「源氏」に比べて、題材にされた美術や工芸の現存数が少ないという
のが実状である。作品数の多少の原因については別に譲るとしても、現存する
「伊勢」の美術作品はいずれも特徴があり、それらを丁寧に観ることをとおして、
誰が何のために制作し鑑賞してきたのか、現在まで大切にされてきた理由は何か
など、いろいろと思いをめぐらすことは誰しも心惹かれるところであろう。
　「伊勢」は相手を見初めた感動を歌にして贈る男、待った甲斐もなく夫に去ら
れた女、カキツバタが咲く水辺で恋人への想いを歌に詠んで皆に涙させる男、男
と駆け落ちしたが途中で息絶えた女など、「おとこ」と「おんな」の間柄を昔ごと
として語り、和歌とともに短い話で綴られている。男女をめぐる恋の明暗ばかり
でなく、男同士の友情や権勢への言及までもある。
　このような物語の世界を鮮やかな顔料で彩り豊かに描いた現存する最古の作品
が、鎌倉時代後期（13C. 後期～14C. 初期）の制作になる重要文化財「伊勢物語絵巻」
（和泉市久保惣記念美術館所蔵・写真1）である。詞2段、絵8段からなる断簡で、元来
一具を成していたと考えられる詞の断簡が伏見天皇宸翰として宮内庁御物にあ
る。この絵巻は他の伊勢物語絵と異なる特徴を備えている。建物の長押や柱など
が作る直線と鋭角に幾何学的な形態感覚がたどられ、汀、垣根や屋台などの型紙
使用、地に金銀箔の砂子や野毛、微塵を撒いて装飾するというように構図や装飾
法に特徴がある。また物語に記載されていない動植物を細密に描く点も他の伊勢
物語絵には見られない。たとえば第23段「河内越え」の場面で、男が身を隠す垣
根にカタツムリと青虫、菊にマツムシやスズムシが描かれているほか、画面右上

の土坡に鎌を振り上げたカマキリ（写真2は90°左に回転して掲載）がいる。そのポーズを不思議に
思っていたが、数年前にスライドを使って話をしている時に、大写しされた画面でカマキリの側
にバッタがいることに気づいて長年のモヤモヤが晴れた。この絵巻を観続けて15年ほど経って
からの偶然の発見によって、鎌を振り上げたカマキリの姿が自然の摂理に基づいて描かれている
ことが納得でき、絵師の企てが少しずつわかってきたのであるから、このような体験をすると作
品を観ることが面白くなる。
　学芸員は直接作品を精査でき、テーマに沿った作品を集めて展覧会を開催することができる。
作品の探索を新たな作品の公開につなげ、それらが独自に有している個性、絵師や工人たちの技
倆、各時代の趣向や美意識などを明らかにするための切り口を提供して、一般の方々に学芸員が
感じたことや美術を観ることの喜びが伝えられればと思っている。
　今、この秋に開催を予定している伊勢物語を題材にした絵画、工芸を展示する特別展の準備を
している。その過程で、鎌倉時代の制作になる作品が2点新たに出陳されることになった。1点は
出家した惟喬親王が隠棲する小野の山荘を主人公が尋ねる第83段「小野の庵」と解される作品。
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もう1点は梵字経を捺した白描伊勢物語絵巻の断簡で第47段詞と第100段絵を1幅にした作品であ
る。いずれも久しく公開されていない名作であるため、出陳の許可をいただいたときは夢が適い
気分が高揚した。
　ここ数年来、伊勢物語を主題にした絵巻と絵本を調査する羽衣国際大学日本文化研究所の研究
プロジェクトに参加して海外調査にも同行し、国内外の貴重な伊勢物語絵を観る機会を得た。ま
た奈良の不退寺の業平忌に列席したり、三河の八橋として著名なカキツバタの無量寿寺辺り、宇
津の峠、東京の隅田川に架かる言問橋界隈など物語に関連する地も探訪している。そんな経験と
今回の特別展の準備で出会った美術作品を介して、伊勢物語が幅広い階層に愛好されてきたこと
をあらためて実感している。「源氏」の「絵合の巻」で伊勢物語絵巻について藤壷の中宮が「在五
中将の名をばえくたさじ（汚すことはできない）」と評した言葉を思い浮かべながら、さらに作品を
追っている。

▲写真１　重要文化財「伊勢物語絵巻」河内越え
▲写真２　カマキリ（右）とバッタ（９０°左に回転）

開館25周年記念　特別展「伊勢物語　──雅と恋のかたち──」
会　　期　平成19年10月6日（土）～ 11月25日（日）

伊勢物語を主題とした絵巻や屏風、硯箱など約140点を前・後期に分けて展示し、能楽の囃し方の演奏や聞き香
のイベントも行います。
 重文「伊勢物語絵巻」（和泉市久保惣記念美術館蔵）「八橋図屏風」酒井抱一筆（出光美術館蔵）（展示予定作品） 重美「蔦の細道蒔絵硯箱」（畠山記念館蔵）ほか

TEL ０７２５-５４-０００１  FAX ０７２５-５４-１８８５和泉市久保惣記念美術館
URL http://www.ikm-art.jp

〒５９４-１１５６ 大阪府和泉市内田町３-６-１２

─M E M O─
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 鎖国時代長崎貿易史の研究 
太田勝也著 ［思文閣史学叢書］
寛永鎖国の成立期から正徳新例に至るまで、幕府の
貿易政策を徹底追究。長崎貿易史において重要課題
である糸割符仕法・正徳新例などの展開を数量的考
察とともに実証的に体系づけ、随所に新見解を示す。
葛A5判・664頁／定価14,490円 ISBN4-7842-0706-6

 朝鮮通信使の研究 
李元植著
通信使の訪日における交歓、すなわち筆談と詩文唱
和の文事こそ両国の善隣友好を支えた基調であると
の視点から、数多くの貴重な文献・史料を検証し、
交歓の実態を明らかにする。
葛A5判・736頁／定価15,750円 ISBN4-7842-0863-1

 長崎奉行の研究 
鈴木康子著
17世紀後期～18世紀中期の長崎奉行の職掌や幕府
内における位置づけの変化、長崎奉行自体の特質が
変質してゆく状況を解明し、その背景となる幕府の
経済政策の推移などについても考察を加える。
葛A5判・420頁／定価6,510円 ISBN978-4-7842-1339-9

 中国銅銭の世界 銭貨から経済史へ 
宮澤知之著 ［佛教大学鷹陵文化叢書16］
中国貨幣の主役の位置を占めていた銅銭の歴史を中
心に、先秦～明代までの中国貨幣史の流れを考察。
文献学と考古学と古銭学とを組み合わせ、現在の中
国貨幣史の到達点を利用した中国貨幣通史。
葛46判・332頁／定価2,520円 ISBN978-4-7842-1346-7

 近世日蘭貿易史の研究 
鈴木康子著 ［思文閣史学叢書］
近世日蘭貿易を複合的な視点から詳細に追究し、近
世における状況と推移を明かす。国内史料を中心
に、オランダ東インド会社のアジア貿易史料等も紹介。
葛A5判・480頁／定価10,080円 ISBN4-7842-1178-0

 「封建」・「郡県」再考 
  東アジア社会体制論の深層 張翔・園田英弘編
「封建」と「郡県」という伝統的大概念を多角的に検
討し、その論理的枠組や時代的要請による理論的発
展の構造を解明しようとする１３篇。
葛A5判・412頁／定価6,825円 ISBN4-7842-1310-4

 漂流記録と漂流体験 
倉地克直著
漂流体験は、奉行所や藩で作られる公式記録のほか、
民間でもさまざまな形で残された。本書は、1830年
に漂流した神力丸の漂流記録を丁寧に比較検討し、
漂流記録の史的価値について一つの試論を示す。
葛A5判・352頁／定価7,875円 ISBN4-7842-1225-6

 黄檗文化人名辞典 
大槻幹郎・加藤正俊・林雪光編著
日本の近世文化にカルチャーショックを与えた黄檗
文化の総合辞典。黄檗僧はもとより檀越・外護者・
学者・画家などの黄檗文化形成に寄与した人物伝
（900人）のほか、黄檗法系譜と総索引を収録。
葛A5判・720頁／定価15,750円 ISBN4-7842-0538-1

　
　
松浦章 著  最新刊 
鎖国政策下の江戸時代において、「唐船」と呼ば
れる中国帆船の往来が日中文化交流の大動脈を担
い、長崎を窓口とした「唐船」による通商関係は、
舶来文化の受容において重要な役割を果たした。
本書は日中双方の史料を用いることで、日本側の
視点のみから論じられることの多い長崎貿易を多
角的に論じる。永年この分
野に取り組んできた著者の
最新成果をまとめた論集。

［内容］
江戸初期の日中交流
清朝中国と日本
中国商人と日本
中国から見た長崎貿易
日本人の中国漂着の一面
幕末明治初期の日中交流の変容
まつうら あきら…1947年生．関西大学アジア文化交流
研究センター長・関西大学文学部教授．
葛A5判・472頁／定価9,450円
 ISBN978-4-7842-1361-0

　  ９月刊行 

　
太田勝也 著
近世の長崎町方や対外関係に関する史料４点を活
字化。詳細な注と解題を付す。

［内容］
 『長崎御役所留』（国立公文書館内閣文庫所蔵）
長崎奉行所に受け継がれて来た文書・記録類をもと
に編纂されたもので、長崎奉行所が受けた老中から
の奉書をはじめとする諸下知等が収められており、
編纂物ではあるが、この種の現存史料としては唯一
の第一級のもの。寛永１６年（１６３９）から宝永７年
（１７１０）にいたる７１年間分。

 『長崎諸事覚書』（国立公文書館内閣文庫所蔵）
長崎関係の史料としてはもっとも初期に成立した一
つ。寛文１２年（１６７２）から始まる画期的な貿易仕法で
ある貨物市法の成立期に長崎奉行所で編纂したもの。

 『長崎記』（東北大学附属図書館狩野文庫所蔵）
長崎奉行中川忠英の手になるもので、かなり具体性
に富む記事を多く有す。

 『長崎旧記』（筑波大学附属図書館所蔵）
おおた かつや…1943年生．筑波大学大学院教授．
葛A5判・680頁／定価16,800円
 ISBN978-4-7842-1362-7

近世長崎・
対外関係史料

近世長崎・
　 対外関係史料

江戸時代唐船による
日中文化交流

江戸時代唐船による
 日中文化交流
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 近世社会と百姓成立 構造論的研究 
渡邊忠司著 ［佛教大学研究叢書］
近世社会において零細な高持百姓はいかにして自ら
の生活や農耕の日常を凌いでいたのか。近世社会に
おける「百姓成立」について、領主権力による「成
立」の構造を再検証し、百姓の観点から百姓自らが
創出した「成立」の条件と構造を年貢負担と村内の
組編成、質入の検討により解明。
葛A5判・330頁／定価6,825円 ISBN978-4-7842-1340-5

 瀬戸内海地域社会と織田権力 
橋詰茂著 ［思文閣史学叢書］
特産物の塩、周辺物資の海上輸送、在地権力の動
向、海賊衆や真宗勢力の台頭、制海権をめぐる抗争
など、瀬戸内海・四国をとりまく実態を明かす。
第一部 瀬戸内海社会の形成と展開／第二部 瀬戸内海社
会の発展と地域権力／第三部 地域権力と織田権力の抗争
葛A5判・390頁／定価7,560円 ISBN978-4-7842-1333-7

 戦国大名の外交と都市・流通 
  豊後大友氏と東アジア世界 
鹿毛敏夫著 ［思文閣史学叢書］
西日本の戦国大名のアジア外交の実態とそこに潜む
意識構造について解明するとともに、政治・経済・
文化的にアジア諸国と緊密な関係にあった西国大名
による都市・流通政策の実態を明らかにする。
葛A5判・300頁／定価5,775円 ISBN4-7842-1286-8

 戦国期関東公方の研究 
阿部能久著 ［思文閣史学叢書］
関東府の長である関東公方権力の戦国期から江戸期
初頭にかけての諸問題の解明に取り組む。公方発給
文書の様式変化にみる権力構造の実態、鶴岡八幡
宮・一向宗などの寺社勢力との関係、武家故実書
『鎌倉年中行事』の成立背景などを探る。
葛A5判・320頁／定価5,985円 ISBN4-7842-1285-X

 相国寺蔵 西笑和尚文案   
伊藤真昭・上田純一・原田正俊・秋宗康子編
秀吉・家康のブレーンとして、寺社政策・外交政策に
辣腕を発揮した相国寺中興の祖・西笑承兌の発給し
た書状の案文をまとめた『西笑和尚文案』全10冊を、
紙背文書も含め初めて活字化。
葛A5判・380頁／定価7,350円 ISBN978-4-7842-1343-6

自慶長　二　年
至慶長十二年 幕藩権力と寺院・門跡 

杣田善雄著 ［思文閣史学叢書］
宗派・教団単位に考察されてきた従来の研究に対
し、中世寺社勢力の中心であった顕密系寺院の近世
的あり方を分析することにり、江戸幕府の寺院行政
の展開をより明瞭に解明。
葛A5判・320頁／定価7,560円 ISBN4-7842-1166-7

 丹後地域史へのいざない 
上田純一編
歴史を「地域」の視点から見つめ直そうという気運
の高まりつつある中、古来独自の歴史や文化が育ま
れてきた京都府下の丹後半島地域を、政治・経済的
さらに住民の視点から総体的に解明する試み。
葛46判・184頁／定価1,680円 ISBN978-4-7842-1348-1

 京都文化の伝播と地域社会 
源城政好著 ［思文閣史学叢書］
在地（荘園）をめぐる動向、公武の文芸交流と伝播、
さらに河原者・声聞師の被差別民衆の諸相と室町・
戦国期の人物論を収めた。永年、京都とその近郊の
中世文化史に取り組んできた著者の成果。
葛A5判・400頁／定価8,190円 ISBN4-7842-1325-2

    三 
さん

 藐  院  
みゃく いん

 近  衛  信  尹   残された手紙から 
この え のぶ ただ

前田多美子著
本阿弥光悦・松花堂昭乗とともに「寛永の三筆」と
して日本書道史上にその名を謳われてきた近衛信尹。
本書では信尹の生涯を彼の残した手紙から読み解き、
隠れた素顔を明らかにする。
葛A5判・270頁／定価2,415円 ISBN4-7842-1299-X

 織豊期の茶会と政治 
竹本千鶴著
名物茶器をしつらえた茶会の場を室町殿中の座敷飾
りが段階的に発展した「大名茶湯」として捉え、中
世史の中に位置付け、織豊政権における支配構造の
一側面を茶会の場を通して明らかにする。
葛A5判・494頁／定価7,875円 ISBN4-7842-1318-X

　  最新刊 

　
西村幸信（元柳沢文庫学芸員） 著
大和を中心とした中世・近世の村落構造に関する
著者の遺稿集。第一部には、村落中間層のあり方
に注目し、学界で支配的な「自力の村」論に真っ
向から異論を唱えたものなど主要論文を収め、第
二部では、松波勘十郎と郡山藩領についての新発
見など『広陵町史』近世篇に結実した業績を収め
る（解説：仁木宏・村井良介・谷山正道）。

［内容］
14・15世紀大和における沙汰人・庄屋層の歴史的位置
中世後期鵤庄の「政所」と在地社会の動向
今堀日吉神社文書の村掟とその署判
中近世移行期における侍衆と在地構造の転換
中近世移行期の在地祭祀と地域社会　ほか
葛A5判・400頁／定価6,510円
 ISBN978-4-7842-1353-5

中世・近世の
村と地域社会

中世・近世の
　　村と地域社会
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稲賀繁美編（国際日本文化研究センター教授）

 伝統工藝再考京のうちそと 
過去発掘･現状分析･将来展望

和服や仏壇が海外で作られる現在、「工藝」の将来を見据えて国際日本文化研究センターで行われた共
同研究の報告書。気鋭の美術・工藝・文化・経済・行政の専門家および実作者36名による論考。

 【最新刊】
興 目　　次 興

序章　「工藝」の脱構築のために―「伝統工藝」を再考するに先立ち―（稲賀繁美）
Ⅰ　「伝統」の諸相　～正倉院からユネスコ無形文化遺産まで～
　　　　　　（木村法光／リチャード・ウィルソン／玉蟲敏子／土田真紀／佐野真由子）
Ⅱ　東西の往還　～明治期・世紀末の輸出工藝～
　　　　　　（樋田豊郎／横溝廣子／柏木加代子／今井祐子／畑 智子／鵜飼敦子／後藤結美子）
Ⅲ　モダニズム美学と装飾デザイン　～20世紀前半の工藝・美術・産業～
　　　　　　（稲賀繁美／佐藤敬二／磯部直希／林 洋子）
Ⅳ　東アジア工藝の近代　～工藝産業と海外進出の軌跡～
　　　　　　（西原大輔／朴 美貞／徐 蘇斌・青木信夫／西槇 偉／戦 暁梅）
Ⅴ　美意識の相克と価値観の葛藤　～思想運動としての工藝～
　　　　　　（閔 周植／鈴木禎宏／吉村良夫）
Ⅵ　経営と流通の国際的変貌　～アジアの生産現場瞥見～
　　　　　　（金谷美和／ひろいのぶこ／伊藤奈保子）
Ⅶ　伝統工藝の現在　～当事者の立場から～
　　　　　　（龍村光峯／山田 実／栗本夏樹／中村錦平）
Ⅷ　将来への展望　～行政施策の推移から21世紀への提言～
　　　　　　（岸本康志／柿野欽吾／西口光博／大滝幹夫／原田平作）
終章　工藝の将来あるいは「ものつくり」再考（稲賀繁美）

葛A5判・880頁／定価13,650円 ISBN978-4-7842-1357-3

布がつくる社会関係
 インド絞り染め布とムスリム職人の民族誌
金谷美和著
染色業者カトリーと彼らの生産する布について民族
誌的記述を行い、布の生産・使用によって構築され
る社会関係について論じる。
葛A5判・336頁／定価6,510円 ISBN978-4-7842-1341-2

 

民芸運動と地域文化
濱田琢司著 民陶産地の文化地理学
大正後期に創始した民芸運動という工芸をめぐる文
化運動と三つのやきもの産地（小鹿田・小石原・益
子）との影響関係を主な事例にそって考察。
葛A5判・320頁／定価5,145円 ISBN4-7842-1288-4

 

増補 蓮月尼全集
村上素道編
蓮月の歌・消息・伝記を収めた
『蓮月尼全集』（昭和2年）に、新
収の歌集、書画帖（花くらべ）、消
息53通を増補した昭和55年版の
復刊。
葛A5判・710頁／定価12,600円 ISBN4-7842-0182-3

エドモンド･ドゥ･ヴァール著
金子賢治監訳・解説／鈴木禎宏解説

北村仁美・外舘和子訳

バーナード・
リーチ再考

スタジオ・ポタリーと陶芸の現代
日英両国における近代的な個人作家としての陶芸家の
登場、アーツ・アンド・クラフツ運動や民芸運動といっ
た思想運動の系譜、美術大学系の陶芸家との対峙、作
家活動と工房の有様など、さまざまな議論を孕んだ存
在となったバーナード・リーチ。現代英国を代表する
気鋭の陶芸家であり、批評家でもある著者による真摯
な愛情に基づく鋭い批判的論評。第一線の専門家によ
る解説を付し、本書全体を通じて現代陶芸論を試みる。
 【９月刊】

【内 　容】
バーナード・リーチほか３篇（ドゥ･ヴァール）
対談（エドモンド･ドゥ･ヴァール＆金子賢治）
解説（鈴木禎宏／金子賢治）
葛A5判・288頁／定価5,040円
 ISBN978-4-7842-1359-7

解 塊回回回回回回回回回回回回回回回回回

廻 快回回回回回回回回回回回回回回回回回
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　書評・紹介一覧　3～7月掲載分 ※（評）…書評 （紹）…紹介 （記）…記事 〔敬称略〕　
中世日本の政治と文化中国文人画家の近代
　（評）日本史研究 537号（熊谷隆之）　（評）比較文学 49号（戦暁梅）
織豊期の茶会と政治日中親族構造の比較研究
　（評）茶の湯文化学 13号（田中秀隆）　（評）古文書研究 63号（成清弘和）
文学に見る痘瘡近世地域教育史の研究
　（評）千葉県医師会雑誌 59巻4号（内田勝久）　（評）日本歴史 707号（鈴木理恵）
長崎奉行の研究　（評）日本史研究 539号（定兼学）
　（紹）西日本新聞 5/22朝刊（本と書評）正倉院文書の国語学的研究
相国寺蔵　西笑和尚文案　（評）日本史研究 706号（沖森卓也）
　（紹）中外日報 5/10　1・2面民芸運動と地域文化
摂関時代文化史研究　（評）地方史研究 57巻2号（西海賢二）
　（紹）『週刊読書人』 7/27号（木本好信）戦国大名の外交と都市・流通
中国銅銭の世界　（評）日本歴史 208号（桑田和明）
　（紹）キュリオマガジン 2007年5月号中国近世における国家と禅宗
　（紹）月刊収集 32巻5号　（評）中国図書 19巻3号（河田悌一）
　（評）東方 317号（井上正夫）俊頼髄脳の研究
丹後地域史へのいざない　（評）国文学解釈と鑑賞 72巻5号（岡崎真紀子）
　（記）京都新聞 4/17夕刊十九世紀日本の園芸文化
　（紹）月刊 えふ 07年5月号　（評）史学雑誌第 116編3号（遠藤真由美）
布がつくる社会関係　（評）日本史研究 538号（有坂道子）
　（紹）月刊染織 a 317号禁裏・公家文庫研究　第二輯
八瀬童子　（評）日本歴史 709号（内田澪子）
　（記）京都新聞 4/20朝刊ヴィクトリア朝英国と東アジア
　（記）中外日報 5/22新緑読書特集面　（評）比較文学 49号（小沢自然）
　（記）京都新聞 6/3読書面戦国期関東公方の研究
　（紹）神道フォーラム 7/15通巻16号　（評）日本歴史 709号（江田郁夫）
日本産業技術史事典中世京都の都市と宗教
　（記）産経新聞 7/23朝刊　（評）史学雑誌 116巻6号（三枝暁子）
　（紹）日本経済新聞 8/5朝刊太宰文学の女性像
バーナード・リーチ再考　（評）昭和文学研究 54号（山岸郁子）
　（記）新美術新聞 7/1（外舘和子）　（評）キリスト教文学研究 24号（洪明嬉）

3月から7月にかけて刊行した継続図書
 発行月定価OPLNPLTRCISBN978-4-7842巻タイトル巻数配本

回数シリーズ名

32,940076501950854633070126561335-1 C3390夏目漱石における東と西44大手前大学比較文化研究叢書
32,520076489420855571070164101346-7 C3022中国銅銭の世界1616佛教大学鷹陵文化叢書
42,10007784242077047591354-2 C332015巻2号29技 術 と 文 明
414,490078354570859633070251201351-1 C33212005（平成17）年版経 済 史 文 献 解 題
5399,0001356-6 C33212516花 園 院 宸 記
66,825079375430861379070306511350-4 C3321寛弘８年第2期第5巻5御 堂 関 白 記 全 註 釈

3月から7月にかけて刊行した図書
 発行月定価OPLNPLTRCISBN978-4-7842著　者　名図　　書　　名
36,825077031920856378070179601340-5 C3021渡邊忠司近 世 社 会 と 百 姓 成 立
39,450077185880855642070164431344-3 C3021関口力摂 関 時 代 文 化 史 研 究
36,510077257160857670070192371339-9 C3021鈴木康子長 崎 奉 行 の 研 究
37,140076939060855099070144461338-2 C3022石田純郎オランダにおける蘭学医書の形成
31,680077185700855897070164521348-1 C1021上田純一編丹 後 地 域 史 へ の い ざ な い
38,190076939890855618070145911337-5 C3021池田文書研究会編東大医学部初代綜理池田謙斎（下）
47,350077681610857959070207531343-6 C3021伊藤真昭・上田純一・

原田正俊・秋宗康子編相 国 寺 蔵 西 笑 和 尚 文 案
42,100078354400859734070251261355-9 C1010吉江久彌ブ ラ ー ム ス と 芭 蕉 た ち
47,560077681790858065070207211349-8 C3090糸井通浩編日 本 古 典 随 筆 の 研 究 と 資 料
41,890078267530859186070240041352-8 C1021宇野日出生八 瀬 童 子
45,775080516250857755070192421347-4 C3021明石岩雄日中戦争についての歴史的考察
46,510078267610859084070240091341-2 C3039金谷美和布 が つ く る 社 会 関 係
45,775077682030858056070207551336-8 C3021宇田正鉄 道 日 本 文 化 史 考
59,450078998180860670070294351358-0 C3021兵範記輪読会編兵 範 記 人 名 索 引
66,510080278800863507070358041353-5 C3021西村幸信中 世 ・ 近 世 の 村 と 地 域 社 会
712,600080990530865012070409441345-0 C1050日本産業技術史学会編日 本 産 業 技 術 史 事 典

（表示価格は税5％込）



B1F：テナント募集中
3・1・B1F：医学専門書店・事務所

飲食店等　　　　

〒606-8203 京都市左京区田中関田町2-7
緯075-751-1751 FAX075-751-1752

http://www.shibunkaku.co.jp

2F催事場：展覧会や講演会など
　多目的小ホール（3F･33号室）：会議や勉強会、
　　趣味のお稽古場、ちょっとしたお集まりなど

みなさまのご利用をお待ち申し上げております
くわしくは思文閣企業株式会社まで

思文閣会館ご使用のご案内
思文閣会館には、各種テナント、フリースペースなど、

賃貸物件・日貸しスペースが各種ございます。

株式
会社 思文閣出版

〒606―8203　京都市左京区田中関田町2―7　☎075―751―1781㈹　FAX.075―752―0723
http://www.shibunkaku.co.jp/　e-mail: pub@shibunkaku.co.jp

刊行図書目録の最新号（2007年版）をご希望の方はお申しつけ下さい。

葛てぃーたいむ余録滑
　20年前、田舎から京都に出てきて最初に祇園祭の宵
山を歩いたとき、「祭りとは人を見るものだ」と思い
ました。何と無知で、祭りの楽しみを知らなかったこ
とか。わが故郷にも実は『祭りのしつらい』に掲載さ
れている祭りがあって、そのころ60年に１度という大
祭をしていたのですが、興味はあったものの結局何も
見ませんでした。ああ、あのころに『祭りのしつら
い』が出版されていれば！ （h）
葛表紙図版滑
バーナード・リーチ《野兎文皿》1918年および1923年
に朝日窯出身の松林靏之助が設計したリーチ・ポタ
リー２番目の登り窯のスケッチ
（Bernard Leach, A Potter’s Book, Faber & Faber,
 1949/『バーナード・リーチ再考』より）  

葛営業部より─日本産業技術史事典─滑
　日本史専門書を主とした版元ではあるものの、その
内訳は政治、文化、科学、美術、文学など多岐にわた
り、案内すべき先へ情報が行き渡っていないのでは？
といった自問自答の日々です。
　この度、表題書籍を刊行しました。当書に関しては
特にその感があります。“近代化遺産・産業遺産・機
械遺産”といったキーワードと絡めると莫大な案内先
があります。そこで出版社の基本に立ち返り、ご活躍
いただきたいのが顧客情報を把握する書店の皆様。く
まなく書店様へは情報が行き渡ることを心がけた営業
を行って参りましたが、もし「まだ情報が入っていな
い」といった書店様がございましたらお叱りのご連絡
を頂戴したく存じます。 （江）

思文閣出版古書部
※古典籍を中心に古文書・古写経・絵巻物・古地図・
錦絵などから学術書全般に至るまで、あらゆる
ジャンルの商品を取り扱い、目録販売を中心に営
業しております。
※「思文閣古書資料目録」（年４回程度発行）をご希望
の方は、古書部までお問い合わせ下さい。

〒６０５-００８９ 京都市東山区古門前通大和大路東入元町３５７
☎（０７５）７５２-０００５㈹ Fax.（０７５）５２５-７１５５

URL  http://www.shibunkaku.co.jp/
e-mail  kosho@shibunkaku.co.jp
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〒606―8203　京都市左京区田中関田町2―7
TEL075―751―1777　FAX075―762―6262
http:/ /www .shibunkaku.co.jp/ artm/

お問合せ


